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日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
報
告

  

－

ド
イ
ツ
の
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
動
向

－

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
（
ド
イ
ツ
金
属

労
組
）は
２
国
間
定
期
協
議（
現
在
は
３
年 

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
）
や
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
４
・
０
と
い
っ
た
特
定
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
相
互
交
流

を
実
施
し
、
継
続
的
に
意
見
交
換
、
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
定
期
協
議
は
2
0
1
9
年
に

Ｊ
Ｃ
Ｍ
代
表
団
が
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
て
以

来
の
開
催
と
な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

2
0
2
2
年
に
日
本
で
実
施
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
た
め
実
現
で
き
ず
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
中
間
政
策
会
議
が
開
催
さ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
短
時
間
で
は
あ
る
が
、

2
0
2
3
年
６
月
18
日
に
南
ア
フ
リ
カ
・

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
お
い
て
対
面
で
一
堂
に

会
す
る
場
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
か
ら
は
イ
ェ
ル
ク
・
ホ
フ

マ
ン
会
長
を
始
め
５
名
、Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら
は

金
子
議
長
、
髙
倉
顧
問
、
副
議
長
を
始
め

中
間
政
策
会
議
の
参
加
者
14
名
全
員
が

参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ド
イ
ツ
で
2
0
2
3
年
１

月
に
法
律
が
施
行
さ
れ
、
日
本
で
も
企
業

に
実
施
を
促
す
た
め
に
政
府
が
「
責
任
あ

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権

尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
策
定
し
た
人
権
デ

ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

会
議
冒
頭
、
金
子
議
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お
け

る
人
権
侵
害
撲
滅
と
企
業
の
持
続
可
能
性

確
保
に
向
け
て
、
J
C
M
で
は
人
権
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ド
イ
ツ
で
は
先
行
し
て
法
制
化
さ
れ

て
お
り
、
I
G
メ
タ
ル
の
取
り
組
み
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
一

方
で
、
ホ
フ
マ
ン
会
長
は
、「
人
権
侵
害
事

案
は
増
加
し
て
お
り
、
経
済
活
動
に
お
け

る
社
会
的
視
点
が
見
失
わ
れ
て
い
る
。
特

に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人
権
デ

ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

　

以
下
、
ド
イ
ツ
側
の
報
告
の
概
要
を
記

載
す
る
。

ド
イ
ツ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
デ
ュ

ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法（
L
k
S
G
）

の
概
要
と
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
評
価
（注１）

【
企
業
に
求
め
ら
れ
る
対
応
】

・
人
権
に
関
し
て
は
、強
制
労
働
や
児
童
労 

働
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の「
人
権
侵
害
リ

ス
ク
」を
企
業
が
特
定
し
て
、
予
防
・
軽

減
策
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
確
立
（
リ
ス
ク
の

特
定
、
責
任
の
明
確
化
、
管
理
者
・
従

業
員
代
表
委
員
会
へ
の
年
１
回
以
上
の

報
告
等
）。

・
定
期
的
な
リ
ス
ク
分
析
の
実
施
、
優
先

順
位
付
け
。

・	

人
権
尊
重
や
環
境
汚
染
防
止
に
関
す
る

方
針
の
策
定
（
特
定
し
た
リ
ス
ク
や
自

社
と
直
接
取
引
先
に
対
す
る
人
権
・
環

境
要
件
を
含
む
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

2

日独定期協議の様子（2023年 6月18日、南アフリカ・ケープタウンにて開催）

（注１）LkSGの内容については、IGメタルの報告資料に加え、JETRO、JILPTのHPを参照した。
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ス
の
手
続
・
手
法
等
）。

・
自
社
と
直
接
取
引
先
に
お
け
る
予
防
措

置
（
人
事
戦
略
、
調
達
方
針
、
慣
行
に
関

す
る
研
修
や
遵
守
状
況
の
確
認
）
の
実

施
と
、そ
の
有
効
性
の
評
価
。

・
間
接
取
引
先
に
つ
い
て
は
、
潜
在
的
な

人
権
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
内
部
告

発
、
あ
る
い
は
労
組
や
N
G
O
な
ど
か

ら
の
指
摘
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
実
質

的
に
企
業
が
認
識
し
て
い
た
場
合
に
限

り
、
監
査
対
象
と
な
る
。

・
人
権
侵
害
や
環
境
汚
染
を
起
こ
し
た
場

合
の
是
正
措
置
と
そ
の
有
効
性
の
評

価
。

・
苦
情
処
理
制
度
の
確
立
（
苦
情
処
理
手

続
き
を
明
確
か
つ
分
か
り
や
す
く
開
示

す
る
こ
と
）。

・
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
実
施
に
関

す
る
報
告
書
の
作
成
と
開
示
（
７
年
以

上
保
存
す
る
こ
と
）。

【
対
象
企
業
・
規
模
】

・
主
た
る
管
理
部
門
や
本
店
、
定
款
上
の

所
在
地
が
ド
イ
ツ
国
内
に
あ
る
企
業

（
外
国
企
業
も
対
象
と
な
る
）。

・	

従
業
員
3
0
0
0
人
以
上
の
企
業（
2
 

0
2
3
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
）

・	

従
業
員
1
0
0
0
人
以
上
の
企
業
（
2
 

0
2
4
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
）

【
罰
則
】

・	

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
遵
守
義

務
に
反
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
最
大

80
万
ユ
ー
ロ
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
平
均
年
間
売
上
高
が
４
億
ユ
ー

ロ
以
上
の
企
業
の
場
合
、
違
反
内
容
に

よ
っ
て
は
、
平
均
年
間
売
上
高
の
２
％

が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
17
・
5
万

ユ
ー
ロ
以
上
の
罰
金
が
科
さ
れ
た
場
合
、

３
年
を
上
限
と
し
て
公
共
入
札
か
ら
除

外
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
管
轄
当
局
】

・	

管
轄
当
局
は
、「
経
済
輸
出
管
理
庁
（
B
 

A
F
A
）」で
あ
る
。対
象
企
業
は
、B

 
A
 

F
A
へ
年
次
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
、
B
A
F
A
は
法
律
の
執
行
・

管
理
・
評
価
を
行
う
。
B
A
F
A
が
得

た
情
報
に
基
づ
く
達
成
状
況
等
の
評
価

は
、2
0
2
6
年
6
月
30
日
ま
で
に
行

わ
れ
る
。

【
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
考
え
る
法
律
の
問
題
点
】

・	

行
政
上
の
処
分
は
あ
る
が
、
民
事
上
の

責
任
は
問
え
な
い
。 

・	

直
接
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
間
接
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
へ
の
対
応
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

・	

従
業
員
代
表
や
労
働
組
合
の
関
与
が
十

分
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

・	

企
業
の
規
模
基
準
が
高
く
設
定
さ
れ
て

い
る
。（
現
在
は
従
業
員
3
0
0
0
人
以 

上
、2
0
2
4
年
か
ら
は
1
0
0
0
人

以
上
の
企
業
の
み
が
こ
の
法
律
の
対
象

と
な
る
。）

・	

多
く
の
点
が
不
明
瞭
（
連
邦
経
済
・
輸

出
管
理
庁
に
よ
る
是
正
勧
告
や
過
料
の

手
続
き
な
ど
）

　

日
本
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
く
ま

で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
強
制
力
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
法
制
化
さ

れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
状
況
と
単
純
に
比
較

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
労
働
組

合
の
関
与
に
つ
い
て
の
規
定
が
不
十

分
で
あ
る
な
ど
、
課
題
は
共
通
し
て

い
る
部
分
が
多
い
。
ま
た
意
見
交
換

の
中
で
は
、「
ド
イ
ツ
で
は
法
律
は
で

き
た
が
、
一
番
重
要
な
の
は
、
罰
則

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
違
反
し
た

企
業
が
実
際
に
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
、

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
事
例
が
積
み
重

ね
ら
れ
る
こ
と
。
そ
う
し
て
初
め
て

企
業
に
対
す
る
牽
制
と
な
る
。」
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て

は
、
ド
イ
ツ
の
法
律
の
施
行
後
の
状

況
に
つ
い
て
、
今
後
も
注
視
し
て
い

き
た
い
。

　

会
議
の
最
後
に
は
、
多
く
の
多
国

籍
企
業
を
抱
え
て
い
る
日
・
独
の
労
働

組
合
と
し
て
、
今
後
も
人
権
デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
情
報
交

換
、
意
見
交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

次
回
定
期
協
議
は
2
0
2
4
年
の

春
以
降
、
日
本
で
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

JCMとIGメタル両組織の代表団

上は IGM、下はJCMのロゴマ
ーク




